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第 1特集　いつもの授業に「話す」を組み込む

　スピーキングの評価をどのように行ったらよい
かを悩んでいる方は多いようです。本稿では，ス
ピーキング評価の難点の 1つであるルーブリック
の特徴と作成法について主に述べます。
　スピーキングの評価をする際に注意したい点は
主に 4 点あります。第一の「タスク形式」には，
⑴絵などの描写や，内容の説明を 1 人で行うモ
ノローグ型，⑵質問に答えたり，与えられた役
割に沿って話したりする，面接者や他の生徒との
対話型があります。どのタスク形式かによって，
生徒のスピーキングの出来が変わることが多いた
め，より多くのタスクを使って評価することが求
められます。第二の「評価者」では，評価は教員
が行うとしても，発話例とルーブリックを使って
評価の練習を行うか，生徒 1人の評価を複数の教
員が一部でも行うかなどを考えます。第三に，生
徒が話す相手が誰か（教員か，他の生徒か，録音機
械に向かってか）という「対話者」の点がありま
す。第四の「ルーブリック」の点は，この後に詳
しく述べます。第一から第三点目までについては，
望月・深澤・印南・小泉（2015）や，小泉・印
南・深澤（近刊）をご参照ください。

❖ルーブリック（rubric）とは
　ルーブリック（以下，R）とは，生徒のスピー
キング（発話）を評価するときに使う評価（採点） 
基準のことです。右の例のように，評価規準と判
定基準からなります。評価規準とは以下の例に見
られるように「対話が効果的か」などの評価観点
で，CAN-DO形式や詳細な文で記述してあるこ

ともあります。判定基準の例は「 2 ：相手の質問
や答えに適切に応答している。」です。評価規準
や判定基準に何を入れるかによって，測れる能力
が変わるため，Rはスピーキングの評価結果に
大きく影響する重要な要素です。
　Rは，採点の透明性や一貫性，効率性を高め
るだけでなく，生徒の学習に向けてフィードバッ
クし，サポートをするためにも，保護者等に結果
の読み取り方を伝えるためにも使えます。

❖ルーブリックの種類と特徴
　以下のように， 2つの分類法があります （Brown，
2012）。上の Rの例は，分析的・一般型Rです。

　総合的 Rは，規準が複数あることもありますが，
複数の観点を総合的に判断して 1つの得点を出し
ます。分析的 Rの規準には，発話の理解しやすさ，
インプット教材を適切に使っているかなど様々な
ものが考えられ，何を使うかは，テストの目的や
測りたい能力によります。
　それぞれの Rには特徴があり，一方の長所は，
他方の短所になります。総合的 Rの長所は，採
点が容易で早く，発話を全体的に判断できること
です。一方，分析的 Rの長所は，詳細なフィー
ドバックが可能で，スピーキングの強みと弱みを
示せることです。また，評価規準を別々に評価す
るため，経験が浅い評価者にも使いやすい点，評
価規準の重みづけを変えられる点も長所です。
　一般型 Rの長所は，一般的スピーキング能力
を測ることに重きがある点，複数のタスク形式・
状況で使えるため，伸びを記録しやすい点です。
タスク特有型 Rの長所は，タスク到達度に重き
を置きやすい点，具体的な行動を記述するため，
分かりやすい点です。具体的なフィードバックが
提供でき，結果を見てどう話し方を修正したらよ
いかが生徒にも理解しやすい点も強みです。

❖ルーブリックの作成方法（Brown，2012参照）
　⑴授業目標・内容に沿って，測りたいスピー
キング能力の要素を決めます。⑵ Rの特徴を考え，
どの種類の Rを使うかを決めます。⑶使えそう
な Rを探します。⑷ 1人か共同で，Rを修正し
ます。得点の範囲を 1 ～ 5などと決めます。⑸
得点，評価規準，判定基準を完成させ，発話例を
できるだけ付けます。次の例は，伝統的な日本の
物の紹介を授業で行い，発表時に評価する状況で
使える Rです。「分かりやすく発表することがで
きる」能力を測ることを意図し，「タスク到達
度」を規準とした総合的・タスク特有型Rです。
　「流暢さ」の要素を加えたい時には，右上の例
の 3の記述に「（エ）長い沈黙や言い直しが 0 ～
1 回で，スムーズに話している」と入れ，（ア）～
（エ）ができて満点とすることができます。また，

2つの規準を別に測り，分析的 Rにすることも
できます。さらに，全体的に表現を変え，以下の
ように分析的・一般型Rを使うこともできます。

　スピーキング評価を年数回行うのは無理とあき
らめてしまうことも多いようです。実行可能性を
高める方法はいろいろありますが，例えば，評価
が容易でタスク到達度のみを測る，総合的・タス
ク特有型Rを使ってみてはどうでしょうか。また，
タスクを複数行っても，得点は全体的に 1つ付け
るのでもかまいません。こんなに大雑把な評価で
いいのかと思うかもしれませんが，採点をシンプ
ルにして，継続的にスピーキング評価をする方が
大切です。スピーキング評価を授業と関連づけて
継続すれば，評価が生徒の学びにプラスに働いて
いることを実感できると思います。

近刊には，定期テストの添削編，理論編，
テスト作成演習編が含まれています。評
価の実践に役立ちますように。（小泉）

評価方法による分類
⑴　総合的（全体的 holistic）：発話を全体的に評
価。 1つの得点を出す。

⑵　分析的（analytic）：発音，流暢さなど，各規準
で評価。複数の得点を出す。

測る能力の種類による分類
⑴　一般型（generic）：広く使用可能で，結果の一

　般化がより可能。一般的能力を測るのが意図。
⑵　タスク特有型（task-specific）：タスク形式ごと
に作成。特定のタスクに限定される能力を測る。

3（十分満足できる）：（ア）伝統的な日本の物につ
いて，（イ）いつ（または，どこで）使うか，（ウ）
その物の良い点は何か，の 3 点を適切に説明し，
魅力が伝えられている。
2（おおむね満足できる）：（ア）（イ）（ウ） 3 点の
うち， 2点のみを満たしている。
1（努力を要する）： 3 点のうち， 1 点のみを満た
している。（どれも満たさなかった時は 0 ）
3の例：Hello. I want to introduce katorisenko! 

Many mosquitos are flying around us. In such 
occasion, “this” （Show a katorisenko on a palm). 
With katorisenko, mosquitos go away. You can 
spend comfortably this summer. Please use it!
　解 説：言葉が足りない所もあるが，（ア）（イ）
（ウ）全部を満たしている。

2の例：上の（イ）にあたる下線部がないもの
1の例：上の（イ）にあたる下線部と（ウ）にあた
る 2 重線部がないもの

注：Genius English Communication I（村野井他，2013；Les-
son 3の実践例）

タスク達成度 流暢さ

2 内容はタスクの目的
を十分に果たし，詳
細も含まれている。

長い沈黙や言い直しがほ
とんどなく，スムーズに
話せている。

1 内容はタスクの目的
を果たしているが，
詳細に欠けている。

長い沈黙や言い直しがあ
る。またはスムーズに話
せていない。

0 内容はタスクの目的
を果たしていない。

非常に長い沈黙などのた
めに理解が困難である。

評価規準

対話が効果的か 文法・語彙の正確さ

判
定
基
準

2 相手の質問や答えに
適切に応答している。

文法・語彙の誤りが
ほとんどない。

1 質問や答えに一部適
切に応答している。

文法・語彙の誤りが
あるが，問題なく理
解できる。

0 質問や答えに適切に
応答していない。

理解を妨げる文法・
語彙の誤りがある。

ルーブリックの例
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